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Abstract Male germ-line chromosomes of six taxa of Formosan butterflies were 
examined with their testis-squashes, or testis-sections.、 Their localities and the details 
of chromosome counts were shown. The haploid chromosome number of 4 の - 
phaneura horishana, a papilionid endemic to Formosa, was 30 and an », 48-karyotype 
comprizing a single element of large size was established for Parantica sita nibhonica. 
Supplementary observations of primary spermatocyte chromosomes were made in 
Byasa polyeuctes termessus and Papilio protenor amaura 3nd those of secondary SDeT- 
matocyte chromosomes in Polytremis lubricans taiwana. Their metaphase configura- 
tions were shown. The occurrence of variation in the number of haploid chromosomes 
was confirmed in Ideopsis similis similis from two geographically remote localities. 
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台湾 の 蝶 の 染色 体 は これ まで 9 科 83 種 で 調べ られ て いる (MAgEk et 27., 1965 : 斎藤 ・ 室 谷 , 1967 ; 
MAEKI and Ag, 1968a, 1968b, 1969a, 1969b). この 報告 で は まだ 調べ られ て いな い 2 種 及び 知見 を 補っ て 
お きた い 4 種 , 併せ て 6 種 の 精 母 細胞 染色 体 に つい て の べべ る . 

調査 材料 は 全て 成虫 の 精巣 で ある . これ ら は 1980 年 (昭和 55 年 ) 7 月 30 日 か ら 8 月 5 日 まで の 間 に 熊 
谷 が 台湾 南 投 県 博 里 近辺 及び 台北 市 で を た も の で ある . 精巣 の 大 部 分 は お し つぶ し 法 (乳酸 酢酸 オル モイ ン 
で 固定 , 染色 ) で 処理 し た が , 一 部 は 通常 の パラ フィ ン 法 (PFA-3 で 固定 , 切片 8zm, Heidenhain の 鉄 へ 
マト キシ リン 染色 ) で 処理 し た . 
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Figs.1-6. Spermatocyte chromosomes of Formosan butterflies. 1. Atrophaneura hori- 
shana, n, 30 (I). 2. Same, 2, 30 (II). 3. Papilio protenor amaura, 2, 30 (1). 4. 
Byasa polyeuctes termessus, n, 30 (I )、5 and 6. Parantica sita niphonica, n, 48 (I). 
7. Polytremis lubricans taiwana, 22, 16 (I). 8. Same, z, 16 (II). I: First division 
II : Second division. 1,2,3: Sectioned. 4-8: Squashed. Scale bar : ca. 5um. 


学名 は 白水 (1961), 浜野 (1986) を 参照 し , また 猪 又 敏男 氏 の 教示 を えた . 採集 地 の 英名 は 主として 浜 
野 (1986) に 従っ た . この 報告 で は , 各種 毎 に 染色 体 の 所 見 と 関連 する 染色 体 の 知見 を 記述 し , 染色 体 数 調 


査 の 詳細 は Table 1 と Table 2 に まとめ て 示し た . 


観察 及び 考察 


1. アケボノ アゲ へ ハ Atophaneura horishana (MATSUMURA, 1910) 


南 投 県 肥 峰 (Tsuifeng) 及び 梅 峰 (Meifeng) の 各 1 雄 , 計 2 雄 で 第 1, 第 2 分 裂 の 染色 体 を 観察 で きた . 
染色 体 数 は ぁ , 30 (I , II) で ある . 形態 , 行動 に つい て 特に 注意 を 引く 染色体 は み ら れ な い (Figs. 1, 2). 


この 種 の 染色 体 は .。 これ まで 調べ られ て いな い . 
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2. オオ ベニ モン アゲ へ ハ Byasa polyeuctes termessus (FRUHSTORFER, 1908) 


唆 峰 の 1 雄 で 第 1 分 裂 の 染色 体 を 観察 で きた . 染色 体 数 は ヵ , 30 (1 ) で ある . 特に 注意 を 引く 染色 体 は み 
られ な い (Fig. 4). 

台湾 の オオ ベニ モン アゲ へ ハ の 和 染色体 は MAskr et a【. (1965) に よっ て 雄 の 第 2 分 裂 の 抹 色 体 が 観察 され , 
2, 30 (II) が 報告 され て いる . また ネパール の オオ ペ ニ モ ン ア ゲハ (万 ヵ . letincius) の 雄 も 染色 体 数 ヵ , 30 
(I, II) で ある (MAEkr and Ag, 1966). 


3. クロア ゲハ Papilio protenor amaura JORDAN, 1909 


南 投 県 本 部 渓 (Penpuhsi) 及び 応 山 温泉 (Lushan Wenchuan) の 各 1 雄 , 計 2 雄 で 第 1, 第 2 分 裂 の 染 
色 体 を 観察 で きた . 染色 体 数 は ヵ , 30 (1 , IL) で, 特に 注意 を 引く 染色体 は み ら れ な い (Fig. 3). 

台湾 の クロ アゲ ハ の 染色 体 は MAEkr and As (1968a) が 雄 の 第 2 分 裂 で 観察 し て いる . ヵ , 30 (HI) で ある . 
日 本 (大阪 府 の クロ アゲ ハ 雄 は , 30 (I), ネパール の クロ アゲ ハ (どど p. euprotenor) 雄 も n, 30 (I, 
II) で ある (前 木 , 1957 ; MAEKI and Ag, 1966). 


4 , リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ [deopsis similis similis (LINNAEUS, 1758) 


台北 市 陽明 山 (Yungmingshan) の 2 雄 と 南 投 県 博 里 (Puli) の 1 雄 , 計 3 雄 で 第 1, 第 2 分裂 の 染色 体 
を 観察 で きた . 合計 90 細胞 の 中 期 染色 体 を 調査 し た が 染色 体 数 に 変異 が み ら れ た (Table 2). 各 雄 と も ヵ , 
14 の 細胞 が 過半 数 で あり , 90 細胞 の 約 69% が ヵ , 14 で あっ た . 

台湾 の リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ の 染色 体 は 陽明 山 の 1 雄 で 調べ られ , 染色 体 数 々 , 13, 14, 15( 1 ), 13 (II) 
が 報告 され た , この 雄 で の z, 14 の 出現 は 40% で あっ た (MAEKI and Ag, 1969b). 今回 , 陽明 山 の 2 雄 で 
染色 体 数 の 変異 を 確認 し , また 壇 里 の 1 雄 で も 変異 が 観察 され た こと は , 台湾 の リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ 
の 集団 に B 染 色 体 が 保有 され て いる 可能 性 を 示唆 し て いる よう に 思わ れる . 今後 多く の 集団 を 調べ る 必要 
が ある . 

















5 . アサ ギ マ ダ ラ Parantica sita niphonica (MOORE, 1883) 


唆 峰 の 1 雄 の 第 1 分 裂 で 染色 体 を 観察 で きた . 染色 体 数 は ヵ , 48( 1 ) で , 特に 目立つ 大 型 染 色 体 が 一 つ 識 
別 さ れる (Figs.5,6). この 雄 で は , 上 述 の リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ と ちがっ て 染色 体 数 の 変異 は 全く み 
られ な い . 

台湾 の アサ ギ マ ダ ラ の 染色 体 は これ まで 調べ られ て いな い が , 日 本 の アサ ギ マ ダ ラ 雄 は 染色 体 数 ヵ , 47 
( 1 ,II) で ある (MAEKI and REMINGTON, 1960). 今回 観察 され た z, 48 は , 現在 報告 され て いる マダ ラチ ョ 
ウ 科 最高 の 染色 体 数 (2) で ある . 








6 . キモ ンチ ャ バネ セセリ Polytremis lubricans taiwana (MATSUMURA, 1919) 


本 部 渓 の 1 雄 で 第 1 , 第 2 分 裂 の 染色 体 を 観察 で きた . 染色 体 数 は ヵ 16 (I, II) で , 染色 体 は 総じて 大 
きい . お し つぶ し 処理 を し た オオ ベニ モン アゲ ハ , ア サギ マダ ラ と 比較 の た め に 第 1 分裂 と 第 2 分 裂 の 染色 
体 像 を 示し た (Figs. 7, 8)、 

台湾 の キモ ンチ ャ バネ セセリ の 染色 体 は MAEKI and Ag (1968a) が 雄 の 第 1 分 裂 で 観察 し て いる . 染色 
体 数 ヵ , 16 (1 ) で ある . 
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ま と 


精巣 の お し つぶ し 標本 及び パラ フィ ン 切 片 標本 に よっ て 台湾 の 蝶 6 種 の 精 母 細胞 染色 体 を 観察 し た . 染 
色 体 数 調査 の 詳細 を Tables 1, 2 に 示し た . 

染色 体 が 今回 は じ め て 調べ られ た アケボノ アゲ へ (Atophaneura horishana) は 染色 体 数 ヵ , 30 (I, II) 
(Figs. 1, 2)) アサギマダラ (Parantica sita niphonica) は z, 48 (TI) で ある . アサ ギ マ ダ ラ に は 大 型 染 色 体 
が 一 つ 識 別 さ れる (Figs. 5, 6). 

オオ ベニ モン アゲ へ ハ (Byasa polyeuctes termessus) と クロ アゲ へ (Papilio protenor amaura) で は これ 
まで 報告 され て いな い 第 1 分 裂 の 染色 体 (Figs. 4, 3 う ) キモ ンチ ャ バネ セセリ (Pobytremis lubricans tai- 
wana) で は 第 2 分 裂 の 染色 体 (Fig. 8) を 観察 で きた . 

リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ (7deopsis similis similis) で は 染色 体 数 の 変異 が 確認 され た (Table 2). 今 
後 , 台湾 各地 の 集団 の 染色 体 の 調査 が 必要 で ある . 


め 





Table 1. Chromosome counts in six taxa of Formosan butterflies 
































No. of males examined ・ No. of metaphases counted in : 
SDeCieS Locality (Testis-technique AA J0。 の 
applied) lst division 2nd division 
Papilionidae 
Tsuifeng 1 (Sect.) 30 3 2 
Atrophaneura horishana Meifeng 1 (Sect) 30 7 3 
Byasa polyeuctes termessus | Tsuifeng 1 (Sq.) 30 26 
i Penpuhsi 1 (Sect.) 30 2 
Papilio protenor amaura ha ] (Sect) 30 10 3 
Danaidae 
ldeopsis similis similis NM Ingshan | 0 Refer to Table 2 
Parantica sita nibhonica Tsuifeng 1 (Sq.) 48 31 
Hesperiidae 
Polytremis lubricans 
jp の Penpuhsi 1 (Sq.) 16 10 2 





Sect.: Sectioning Sq.: Squashing 





Table 2. Distribution of haploid chromosome numbers in 90 spermatocytes from three males 
Of Jdeopsis similis similis 












































No. of metaphases counted 
Specimen no. 
POGaliD 2, 13 n, 14 2, 15 2 16 | Total 
I div. | 2nd div. | lst div. | 2nd div. | 1st div. | 2nd div. | lst div. 
K-137(Yungmingshan) 7 11 1 1 20 
K-143(Yungmingshan) 5 34 3 8 50 
K-65 (Puli) 1 2 7 6 2 l 1 20 
Total 13 2 52 10 11 1 1 90 
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